

















































分野 華道 書道 和服 琴 折り紙 香草 囲碁 合			計
年度 19 20 19 20 19 20 19 20 19 20 19 20 19 20
1 年 10 15 19 24 8 4 6 13 12 14 11 15 66 85
2 年 6 8 6 4 2 7 3 4 6 12 1 9 24 44
合計 16 23 25 28 10 11 9 17 18 26 12 24 90 129
2）受講生の受講後の調査 (20.1)
　１・受講した文化のジャンルを選んだ理由　（選択者数）　　　　　　　　表２−１
華道 和服 香草 琴 書道 折紙 合計
ア　興味・関心が強かったから 7 5 6 7 15 12 52
イ　以前少し経験したことがあったから 1 2 6 3 12
ウ　未経験のことを経験してみたかったから 8 3 6 2 3 1 23












華道 和服 香草 琴 書道 折紙 合計
ア　2年生でも受講したい 8 5 10 3 15 9 50
イ　2年生で受講しようとは思わない 1 1
ウ　2年で受講するか今は不明 2 3 1 3 4 2 15
　　2年生は卒業後も機会があれば日本文化について学びたいか　（回答者数）　表２−４
華道 和服 香草 琴 書道 折紙 合計
ア　社会人になってからでも受講したい 4 2 1 2 3 5 17
イ　社会人になってからの受講は考えない































































華道 留学生も多いし説明も必要なので、教員がついている必要がある。花代もかさむし最大 20 名
和服 きめ細かな連絡があり助かりました。後期のみでは時間が足りない。前期からすれば茶道大会にも着装できる。
香草 連絡事項やコピーは有難かった。興味がない学生には 90 分 15 回は苦しい。道具は教室に保管してほしい。





華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 合計
ア　茶道文化以外の日本文化についての学習をする場とする。 7 5 1 3 7 4 27
イ　日本文化について学び、日本文化について考える場とする。 3 2 5 3 6 5 24
ウ　外国人に日本文化を紹介し説明できるようにするため学ぶ。 3 4 2 6 15
エ　日本の伝統文化を後世に継承するために日本文化を学ぶ。 2 1 4 2 2 11
オ　自分の趣味・特技を広げるために日本文化を学ぶ。 6 13 7 4 13 43
21 25 10 17 25 22 120
２．あなたは日本文化の学習で何を期待しますか。（２つ選択してもよい）　　　表４−２
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 合計
ア　日本文化の誕生及び歴史についての（知的）理解 2 1 4 7
イ　日本文化の基礎・基本についての技術的理解 12 12 7 4 8 14 57
ウ　日本文化についての応用・発展面の知識・技能の習得 10 13 4 7 15 14 63
エ　日本文化Ａに関連して多くの文化についての学習 2 9 4 8 3 5 31
オ　日本文化に共通の精神的な面の修得 3 3 2 1 2 11
29 38 15 21 31 33 167
＊この科目の授業は１・2年合同の授業で、しかも留学生と日本人学生が一緒に学ぶ本学で唯一の授業です。
３．どのような授業を望みますか。（望ましいと思う項目に○・複数可）表４−３
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 合計
ア　１・2年生が共同学習できるようにしたい。 6 4 4 3 8 3 28
イ　留学生と日本人学生が協力して学習できるようにしたい。 14 15 5 13 17 18 82
ウ　1・2年生が別々のグループ学習がよい。 1 2 1 2 6
エ　留学生と日本人学生は別々のグループ学習がよい。 2 3 1 6
オ　全くグループは作らず個人別で学習する方がよい。 3 2 1 1 7
カ　日本に限らず世界的視野から日本文化を視る授業にしたい。 4 5 4 4 8 25





５）平成 20 年度受講生の受講後の調査	＊調査集計人数　日本人：33 名　留学生：87 名　計 120 名
																			調査結果の数値は％で表す。( 無答があり 100％でない部分がある。)
①受講した感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５−１
華道 17 書道 27 和服 14 琴 16 折紙 24 囲碁 22 全体 120
日４ 留 13 日 7 留 20 日 12 留 2 日 3 留 13 日 5 留 19 日 2 留 20 日 33 留 87
ア　楽しく有意義な学習ができてよかった 50 69 100 65 67 100 33 8 40 68 50 45 70 54
イ　楽しみながら学習ができてよかった。 50 15 25 33 67 31 60 21 50 25 30 34
ウ　授業内容は理解できて勉強にはなった 5 8 11 15 8
②　日本文化についての理解や認識は深まりましたか。　　　　　　　　　　表５−２
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
ア　文化の背景や歴史の理解が深まった 50 31 57 35 50 20 21 5 52 20
イ　文化についての興味・関心が高まった 50 15 43 25 83 50 67 8 80 37 50 45 42 29




華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
1)　ぜひ学び続けたい 75 23 71 40 67 50 60 32 50 25 70 32
2)　できれば学び続けたい 25 46 45 33 50 100 38 47 50 20 18 49
3)　学び続けるかもしれない 8 29 10 40 21 30 12 19
4)　学び続ける気持ちはない
④　上記	1) ～ 4) を選んで回答した理由は何ですか。　　　　　　　　　　　　表５−４
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
ア　楽しく学べ有意義だったので 75 54 100 50 83 100 67 8 80 42 50 35 82 40
イ　学んだことを自分の趣味にしたいので 25 31 45 17 23 58 50 30 12 38
ウ　期待したほどのことがなかったので 8 15 5







趣味にしたいものがある 25 人 76％ 55 人 63％ 80 人 67％
趣味にしたいものはない 4 12 14 16 18 15
無答 4 12 18 21 22 18
(2) 受講した分野の授業を充実したものするには、どうしたらいいでしょうか。　　表６
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
ア　文化の誕生や歴史など知識面の充実 50 23 14 35 67 8 26 10 45 23
イ　他分野との関係などの詳しい説明 8 29 10 8 40 26 15 12 14
ウ　基本事項を確実に徹底して教える 25 15 29 5 83 20 11 50 30 18 13
エ　応用面や発展面の指導があるとよい 25 15 14 30 17 8 32 10 12 20



















































和装の文化Ⅰ ( 前期 )　①授業に必要な下着 ･小物の選び方、準備物の説明、きものの歴史　②タオルで帯下締
製作　ゆかたのたたみ方　③ゆかたの着付けのポイント　④ゆかたの着付けと半巾帯の結び方　④長襦袢 ･着
物の着付けと半巾帯　⑤ゆかたと半巾帯の復習
































































































































































⑤　学習成果の発表については、最後の全体発表会は 19 年度の問題点を 20 年度は改善できたので、
より充実した内容にしていく努力を続ければいいと考える。ただし、各回の授業における学習成
果の発表については、各分野で課題として工夫して取り組み、成果が公表できて製作者に何らか
の還元（講評・感想・意見など）が期待できるものにしたい。
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